
そ
の
ほ
か

募
集

催
し・行
事

催
し・行
事

そ
の
ほ
か

募
集

手
当
て

手
当
て

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
作
業
療
法

　
日
常
生
活
を
送
る
に
あ
た
り
、
食
事
、

着
替
え
、
排
泄
、
入
浴
、
家
事
動
作
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
作
業
療

法
士
は
そ
れ
ら
の
動
作
の
獲
得
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
を
行
い
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
写
真
は
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
（
電
気
刺

激
装
置
）
を

使
っ
た
作
業
療

法
の
様
子
で

す
。
　

ま
た
、福
祉

用
具
や
環
境
整

備
の
工
夫
に
よ

り
、日
常
生
活

動
作
の
獲
得
へ

　
市
民
病
院
リ
ハ
ビ
リ
課
は
昭
和
40
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
理
学
療
法
、
作

業
療
法
、
言
語
聴
覚
療
法
の
分
野
に
分
か

れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
理
学
療
法

　
日
常
生
活
の
中
で
何
気
な
く
行
っ
て
い

る
、
起
き
上
が
り
動
作
や
歩
行
と
い
っ
た

動
作
が
脳
梗
塞
や
骨
折
、
そ
の
ほ
か
の
病

気
に
よ
っ
て
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
理
学
療
法
士
は
、
そ
の
よ
う
な
場

面
に
対
し
て
筋
力
訓
練
や
歩
行
練
習
な
ど

を
実
施
し
、
個
々
の
体
に
合
わ
せ
て
日
常

生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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シ
リ
ー
ズ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

　
　
　
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

市
民
病
院
　
診
療
支
援
部

リ
ハ
ビ
リ
課  

監
修

第

話
108

市
民
病
院
総
務
企
画
課
　
　
23 -  

7
8
5
2

問

TEL

の
提
案
を
行
い
、患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
の

向
上
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◆
言
語
聴
覚
療
法

　

私
た
ち
は
当
た
り
前
に
「
話
す
」「
聴

く
」「
表
現
す
る
」「
食
べ
る
」
と
い
う
行

為
を
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、 

病
気
や
加
齢
な
ど
に
よ
り
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
言
語
聴
覚
士
は
伝
え

た
い
の
に
う
ま
く
話
せ
な
い
、
話
し
て
い

る
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
、
嚥
下
（
食
べ

物
を
飲
み
込
む
動
作
）
に
不
自
由
さ
が
あ

る
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
達
が
、

自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
写
真
は
医
師
、
看
護
師
、
言
語
聴
覚
士

に
よ
る
嚥
下
機
能
検
査
の
様
子
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
医
師
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が

チ
ー
ム
と
な
っ
て
患
者
さ
ん
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

◆
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
開
設
し
ま
し

た
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
で
は
、
急
性

期
病
棟
か
ら
継
続
し
た
治
療
の
支
援
と
し

て
回
復
期
機
能
を
担
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
急
性
期
治
療
後
の
過
度
の
安
静
は
筋
力

低
下
、
心
肺
機
能
低
下
、
認
知
機
能
低

下
、
褥
瘡
等
を
引
き
起
こ
し
、
日
常
生
活

の
動
作
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
で
は
在
宅
生
活
を
意
識
し
、

生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
起
き
る
、
食

べ
る
、
歩
く
、
ト
イ
レ
へ
行
く
な
ど
の
日

常
生
活
で
の
動
作
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
ッ
フ
と
病
棟
ス
タ
ッ
フ
が
連
携

し
、
援
助
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
最
も
大
切
な
の
は
、
患
者
さ
ん
の
意
思

と
ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
私
た
ち

は
、
そ
の
人
に
合
っ
た
生
活
に
近
付
け
る

た
め
の
治
療
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
一
員
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

※「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
に
つ
い
て

は
、
広
報
ほ
の
か
11
月
号
の
「
ほ
の

か
診
察
室
」
第
1
0
6
話
（
25
ペ
ー

ジ
）
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

育児 男性大人どなたでも 親子主な対象 女性子ども 障がい者高齢者

「はじめてのオーケストラ」

「
年
間
納
付
済
額
の

お
知
ら
せ
」
を

お
送
り
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置

難
経
路
と
な
る
か
ら
で
す
。

『
取
り
付
け
た
だ
け
で
は
ダ

メ
！
』

　
住
警
器
は
取
り
付
け
た
だ
け
で

は
な
く
、
定
期
的
に
作
動
確
認
を

し
、
警
報
音
を
聞
き
ま
し
ょ
う
！

　
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命

や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災
を
感
知

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
い
ざ

と
い
う
時
に
作
動
し
ま
せ
ん
。
大

切
な
命
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ボ
タ
ン
を
押
す
、
ま
た
は
ひ
も

を
引
い
て
作
動
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

◆
音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
、「
電
池

切
れ
」
か
「
機
器
本
体
の
故

障
」
で
す
の
で
、
取
扱
説
明
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
。

　『
設
置
は
義
務
で
す
！
』

・
新
築
住
宅
の
場
合
は

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

・
既
存
住
宅
の
場
合
は

平
成
20
年
６
月
１
日
か
ら

保
険
医
療
課
（
国
民
健
康
保

険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
）

　
　
　
23
‐
7
6
2
5

介
護
保
険
課
（
介
護
保
険

料
）

　
　
　
23
‐
7
6
8
8

　
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
お
よ

び
平
成
29
年
度
分
の
市
・
県
民
税

申
告
の
参
考
資
料
と
し
て
、
平
成

28
年
（
1
月
1
日
〜
12
月
31
日
）

中
に
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
を
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
め

て
い
た
だ
い
た
方
に
、
納
付
額
の

通
知
を
1
月
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。
　
こ
の
納
付
額
に
は
、
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
る
額
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
年
金
保
険
者
（
日

本
年
金
機
構
な
ど
）
か
ら
送
付
さ

れ
る
「
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴

収
票
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な

お
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
源
泉
徴
収
票

は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
証
明

が
必
要
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
22
‐
4
8
0
2

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
「
逃

げ
遅
れ
」
が
最
も
多
く
、
ま
た

「
就
寝
時
間
帯
」
に
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
必
要
最
小
限
で
効
果
が
高
い

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
住
警

器
）」を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ

る
場
合
は
、
階
段
に
も
設
置
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
階

段
は
煙
が
集
ま
り
や
す
い
場
所
で

あ
る
と
と
も
に
、
２
階
以
上
で
就

寝
し
て
い
る
方
な
ど
の
唯
一
の
避

　あけましておめでとうございます。
新年は４日㈬から開館します。４日は、
午後５時で閉館します。
　なお４日は、本の福袋
を用意します。おすすめ
の本２冊は、開けてのお
楽しみ！

問
本

TEL

問
本

TEL

問
消

TEL

新城図書館だより
　新城図書館　 23 - 2333 　24 - 3415問 FAXTEL

おすすめ新着本の紹介

　図書館中央特集コーナー
で、１月から１年間直虎関
連本を展示します。大河ド
ラマのガイド本、伝記、小
説、井伊家の歴史など、さ
まざまな本があります。是
非お立ち寄りを！

井伊直虎を特集しています！

一般書

絵　本

児童書

［開館時間］
［休館日］

［貸出冊数］

午前９時～午後８時
月末、第３月曜日（第３
月曜日が祝日の場合は翌日）
一人８冊まで（15日間）

新城図書館のご案内

夏目漱石ほか／著　
左右社

「〆切本」
な つ  め   そ う せ き

全20巻　集英社
「学習まんが 日本の歴史」

さ    ど          ゆたか

諸田玲子／著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

「梅もどき」
も ろ    た  れ い   こ

佐渡　裕／原作
はたこうしろう／絵
小学館

そ
の
ほ
か

おまけ付き!

じ
ょ
く
そ
う

え 

ん   

げ


